
いわゆる「たるみ」の症状の訴えが
ある場合に適応となる．皮下脂肪が
極端に少ない，余剰皮膚が多い，ま
たは弛緩が強い場合などは，限定的
な適応，あるいはほかの治療との併
用が必要になる．なお，使用する糸
の種類によっては，若年層に対する
将来的な「たるみ」の予防として適
応となる場合もある．

●�仰臥位
側顔面への操作が必要な場合が
多いため，状況に応じて首を左
右に振っていただく．また，重
力下での治療効果の判定を行い
つつ施術を進める場合は，リク
ライニング機能のある手術台が
有用である．

●�施術者：1名
●�直接介助者：1名
●�間接介助者：1名
感染を防ぐために清潔野を展開
して施術することが望ましいた
め，上記の人数が理想的である．

●�鈍針（25G×40mm～23G×90mm
など）
糸の刺入部位に希釈した麻酔薬を注
入する際に使用する．注入量が多い
と糸の引っ掛かりが弱くなるため，
径の細く短いものを使用することが
望ましい．90mmのものは糸の長さ
と同程度であり，1カ所の刺入点か
ら注入できるメリットがある．
●鋭針（23～16G）
糸の刺入点を開けるために使用す
る．糸の誘導針や外筒の径に応じて
変更する．
●アドソン無鈎鑷子
●フックつき鑷子
●マイクロ鑷子
●�スキンフック　　など
糸の絡まりやdimpleの解除に用い
る．糸の把持には無鈎鑷子，皮膚の
把持には有鈎鑷子やフックを用いる．
●筋鈎
●万針キャップ　　　など
誘導針タイプの刺出の際にcounter�
tensionをかけるために用いる．鈍
的な器具が望ましい．
●�糸切用剪刀

適応の有無 体位

人数（手術に必要な人員）

手術器具

医療法人社団喜美会
自由が丘クリニック理事長

■コーナー監修

兵頭徹也
HYODO Tetsuya

医療法人社団喜美会
自由が丘クリニック副院長

古山登隆
 FURUYAMA Nobutaka

�局所麻酔（1%エピネフリン含有リ
ドカイン麻酔液〔原液および生理食
塩水2～4倍希釈液〕）患者の希望
により，笑気（亜酸化窒素）やドル
ミカム®（ミダゾラム）などを用いた
鎮静下での施術，または静脈麻酔
や全身麻酔下での施術も検討する．
その場合は麻酔科医師に管理を依
頼することが望ましい．

麻酔

スレッドリフトvol.10

　スレッドリフトは日本美容外科学会（Japan Society of Aesthetic Plastic Surgery；JSAPS)の統計上は外科
的手術の項目に分類されるが，実際にはメスで切開したり糸で縫合したりする必要のない施術が大半を占めており，
埋没式重瞼形成術とともに比較的低侵襲な治療として近年ニーズが高まっている．また，リスクやダウンタイムが比
較的小さいノンサージカル治療の件数が国内外問わず増加しているなかで，注入療法や医療機器を用いた治療で十分
な効果を実感できず，より大きな効果を求める場合の治療の選択肢としても注目されている．糸の種類は多岐にわた
り，刺入のテクニックなども多様に存在し，幅広い治療が可能である．
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BP-Information

　アラガン・ジャパン株式会社は，
部分痩せ治療機であるクールスカル
プティング®の最新機種クールスカ
ルプティング®エリートの発売に際
し，2022年11月10日（木）に 記 者
発表会を開催した．
　クールスカルプティング®は，非
侵襲的に脂肪細胞を冷却して脂肪細
胞のアポトーシスを起こし，自然な
炎症プロセスにより脂肪を減少させ
る部分痩せ治療機である．2017年
に医療機器として承認を得た第一
世代のクールスカルプティング®は，
現在，数多くの医療機関に導入され
ている．最新機種のクールスカルプ
ティング®エリートは，1回の施術
で 2本のアプリケータを同時に使用
できるようになり，第一世代の機種
よりも施術時間が短縮できるように
なった．また，7 つの形状とサイズ
のアプリケータを取りそろえており，
部位，体型などに合わせて，患者ご
とに治療をカスタマイズすることが
可能である．アプリケータは第一世
代の機種に比較して冷却面積が拡大
されており，1回の施術でより広い
範囲を施術できる． 
　本記者発表会では，はじめに
KUMIKO CLINIC院長の下島久美子
先生が登壇し，肥満のメカニズムや
脂肪細胞について解説した．下島先
生は「部分痩せ治療はリバウンドが
起こりにくい．これまでは脂肪吸引
が広く行われてきたが，近年，クー
ルスカルプティング®をはじめ，低侵
襲な部分痩せ治療機が一般にも認知
されはじめている」と述べた．さら
に，クールスカルプティング®は，最
大27％の皮下脂肪を減少させる 1）こ

と，クールスカルプティング®に関
する査読済みの論文が 60本以上2）

あることを挙げ，「クールスカルプ
ティング®は治療効果が高く，また，
多くの検証が重ねられていることか
ら大変信頼できる．患者さんに安心
して使うことができる」と評価した．
　次に，医療法人社団喜美会自由が
丘クリニック理事長の古山登隆先生
が「Body Contouring―曲線美をつ
くる―」をテーマに講演した．古山
先生は，一般の人々を対象とした美
容に対する意識調査をもとに，10
歳 代，20歳 代 は 50%以 上 の 人 が
美容医療に対する抵抗感がないこ
と，30歳代，40歳代も抵抗感がな
い人の割合が増加していることを紹
介した．また，これからメタバース
が当たり前のものになっていくと考
えられていることに触れ，「若い人
たちは，メタバースでアバターを自
由につくるように，現実世界でもノ
ンサージェリー治療で自分の美しさ
や形態の変化を自由に楽しむように
なるだろう」との見解を示した．さ
らに，ボディデザインに関する治療
においては，曲線，メリハリ，バラ
ンス，シンメトリーがキーワードで
あると示し，「単に痩せることでは
なく，きれいな体をデザインするこ
とが求められている．ノンサージェ
リー治療が好まれる今，クールスカ
ルプティング®は時代に合致したデ
バイスといえる．最新機種の登場を
機に，より注目されるだろう」と期
待を寄せた．
　最後に，下島先生，古山先生と，モ
デルなどとして活躍するエリー・ロー
ズ氏が登壇し，「これからのボディメ

イキング」をテーマにトークセッショ
ンがくり広げられた．ローズ氏は「外
見に対するコンプレックスを受け入れ，
自分の体を愛するという『ボディポジ
ティブ』や，自分の外見に対する感
じ方をそのまま受け入れるという『ボ
ディニュートラル』という発想がある．
サイズや数値にとらわれず，ありのま
まの美しさ，ナチュラルビューティー
を大切にすることが重視されている時
代だと感じる」と語った．古山先生は
ローズ氏に同意したうえで，「ナチュ
ラルビューティーは，何もしないとい
うことではない．筋肉や骨格の美し
さを生かしたボディメイキングをし
て，魅力を引き出すことが重要になる
だろう」との考えを示した．下島先生
も「ナチュラルビューティーのために
は，不要なところを取り除き，必要な
ところを残すことが必要で，今はそれ
を医療で実現できるようになった．最
近は，美しさを実現するための選択肢
の1つに医療があることを多くの患者
さんが知っており，　深く検討したう
えで受診しているように思う」と，ボ
ディメイキングに対する患者の意識の
変化を指摘した．
　最後に，古山先生が「健康を前提
に，筋肉や骨格を生かしたそれぞれ
に合うボディメイキングを通して，
その人の魅力を引き出すことこそが，
これからのトレンドになるだろう」
と締めくくった．

――アラガン・ジャパン株式会社記者発表会

理想のボディラインを
デザインする医療機器登場
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